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国土審議会第２回圏域部会 

観光からみた国土の圏域設定について 

 
 

財団法人日本交通公社 
研究調査部 梅川智也 

 
１．観光行動の特性 

①観光・レクリエーション・リゾート （図－１） 
②テニスラケットの理論（扇の理論） （図－２） 
③発地と着地：すべての地域がO・Ｄになる 
④観光行動と行政界／観光情報発信と行政界 

 
２．発地サイドからみた圏域 

①旅行雑誌の圏域区分 →「るるぶ情報版」ＪＴＢ出版 （図－３） 
②旅行商品の圏域区分 →国内企画旅行商品（エースＪＴＢ） （図－４） 

 
３．着地サイドからみた圏域 

① 観光資源の分布 →財団法人日本交通公社による特Ａ級資源の分布 
（図－５） 

②観光地の分布 →財団法人日本交通公社の観光地区分（例／北海道） 
（図－６） 

  
＊どの圏域から客を呼ぶか（マーケティングの視点） 
  ↓ 
 ＊個々の観光地・観光施設の営業戦略と密接に関連 
  ↓ 
 ＊誘客の対象とする圏域は、国内だけでなく、海外も対象となる 

 
 
（参考）発地から推計した都道府県別旅行量推計（観光人口比率） 
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図－１ 観光旅行とレクリエーション（リゾート）旅行の行動パターン 

 
 
 
図－２ テニスラケットの理論（扇の理論） 
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図－３ 旅行雑誌の圏域区分 

 

下 北 半 島

陸 中 海 岸

秩父奥多摩

＊街ＭＡＧＡ千葉

＊東京下町

＊渋谷・新宿
＊東京山手

多摩

＊街ＭＡＧＡ東京

＊駅ＭＡＧＡ東京

＊東京・横浜

＊横浜

＊横浜・鎌倉

＊鎌倉
＊鎌倉を歩こう

三浦半島･湘南

湘南

箱根

＊街ＭＡＧＡ仙台

会 津 若 松

尾 瀬

南 東 北

東 北

北 東 北

函 館 ・ 道 南

＊ 札 幌 ・ 小 樽

利 尻 ・ 礼 文 ・ サ ロ ベ ツ

東 北 海 道

日光･那須

伊豆･伊
豆高原

伊豆箱根

富士山
＊名古屋

富士山麓･山中湖

浜名湖･浜松

熱海

小笠原･伊豆諸島

清里･八ヶ岳
北信濃･長野

松本･安曇野･白馬

軽井沢

金沢･能 ･北陸

立山黒部ｱﾙﾍﾟﾝﾙｰﾄ

蓼科 ･白樺湖

飛騨高山

清里･蓼科･白樺湖

木曽伊那

紀伊半島
淡路島

＊神戸

＊京都･奈良

北近畿
＊京都･大阪

神戸

四国

松山･道後

尾道･今治･福山

＊倉敷･チボリ山陰･山陽
中国

山陽･瀬戸内海

山陰

＊萩･津和野

屋久･種子･奄美

関門下関
北九州

九州

南九州

＊街ＭＡＧＡ福岡

五島
壱岐
対馬

ちくご

■「るるぶ情報版」出版対象地
（平成10年度）

《凡　例》

■地方（複数県にまたがる）

●地域（単一都道府県内）

▲地域（複数県にまたがる）

＊都市（複数都市を含むものあり）

（注）他に各都道府県を扱ったものがある

資料：ＪＴＢ出版「るるぶ情報版」より
（財）日本交通公社作成
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図－４ 旅行商品の圏域区分－夏 
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北海道・東北
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　　北東北
青森･秋田･岩手
　　(ﾌﾘｰ）

　　南東北･新潟
山形･宮城･福島･佐渡
　　　(ﾌﾘｰ)

　金沢
能登･北陸
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信州･高山･上高地
　　　(ﾌﾘｰ)

　　立山黒部
　アルペンルート
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南紀･伊勢･東海･浜名湖
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四国･萩･山陽･山陰
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●東北･北陸･信州･伊勢･南紀
　山陽･山陰･四国(添乗員同行)
●夏祭り-北海道･東北･中部･北陸･
　関西･四国･九州(添乗員同行･個人)
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(○添乗員同行　○ﾌﾘｰ)

　　　　　　沖縄
（○個人･添乗員同行　○ﾌﾘｰ)
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　　　　(ﾌﾘｰ)

■エースJTB2004年夏（首都圏発）　パンフレット区分

＊斜体　夏のみに設定されている地域

資料：「エースJTB日本の旅2004年夏合冊版」より
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図－４ 旅行商品の圏域区分－冬 
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　　　(ﾌﾘｰ）
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大阪･神戸･有馬
　　(ﾌﾘｰ)
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　　　　　　沖縄
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■エースJTB2004年冬（首都圏発）　パンフレット区分

＊斜体　夏･冬いずれかのみに掲載されている地域

資料：「エースJTB日本の旅2004年冬合冊版」より
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図－５ 観光資源の分布（特Ａ級資源） 

 

観光資源分類と評価基準

自然資源 人文資源 ランク 基準・内容 代表資源名

山　　岳 史　　跡 わが国を代表する資源で、 富士山

高　　原 社　　寺 かつ世界にも誇示しうる 摩周湖

原　　野 城跡・城郭 特Ａ級 もの。わが国のイメージ 法隆寺

湿　　原 庭園・公園 構成の基調となりうるも 姫路城

湖　　沼 歴史景観 の。 祇園祭

峡　　谷 地域景観 特Ａ級に準じ、その誘致 芦ノ湖
滝 年中行事 Ａ級 力は全国的で、観光重点 天橋立

河　　川 建造物 地域の原動力として重要 清水寺

海　　岸 動植物園・ な役割をもつもの。 高山の街並み

岬 　　　　水族館 地方スケールの誘致力を 筑波山

  島　 　博物館・美術館 Ｂ級 もち、地方のイメージ構 浜名湖

岩石・洞窟 成の基調となりうるもの。 高山の朝市

動　　物 主として、県民および周 身延山

植　　物 Ｃ級 辺地域住民の観光利用に 石神井池

自然現象 供するもの。 広島城跡
以下Ｄ級－ 地域住民の利用。

資　源　分　類 評　　価

全国の観光資源の分布

№特Ａ級

摩周湖
（弟子屈町）さっぽろ雪まつり（札幌市）

奥入瀬（十和田湖町）
白神山地のブナ原生林（岩崎村他）

北山崎（田野畑村）

十和田湖（小坂町他）

尾瀬ヶ原（片品村他）

華厳の滝（日光市）

日光杉並木街道（日光市他）

東照宮（日光市）

国立歴史民俗博物館（佐倉市）

東京国立博物館（台東区）

黒部峡谷（大山町他）

穂高連峰（安曇村他）

富士山（富士宮市他）

皇大神宮(伊勢神宮内宮)（伊勢市）

式年遷宮（伊勢市）

延暦寺（大津市）

修学院離宮庭園

桂離宮庭園

祇園祭

京都国立博物館

国立民族学博物館（吹田市）

姫路城（姫路市）
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出雲大社（大社町）

厳島神社（宮島町）

広島平和記念資料館（広島市）

秋芳洞・秋吉台
（秋吉町）

阿蘇山と外輪山
（阿蘇町他）

屋久島／屋久杉の原始林
（上屋久島町他）

西表島
（竹富町）

京都市

奈良市
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図－６ 観光地の区分（北海道の例） 
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＜参考＞都道府県別旅行量の推計と観光人口（宿泊客） 
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■都道府県観光人口（定住人口への換算）

行き先
都道府県名

a.
行き先
都道府
県比率
※1

b.
宿泊観光
客数
（千人）
※2

c.
宿泊観光
客平均滞
在日数
※1

d.=b.×c.
延日数
(千日)

e.
都道府県
人口
 (千人)
※3

f.=d./365
観光人口
（=延日数
/365日)
（千人）

g.=f./e.
観光人
口比率

北海道 7.2% 12,980 3.13 40,599 5,670 111 2.0%
青森 1.3% 2,274 3.16 7,195 1,469 20 1.3%
岩手 1.4% 2,484 2.82 6,998 1,407 19 1.4%
宮城 1.7% 2,969 2.56 7,608 2,371 21 0.9%
秋田 0.9% 1,537 3.03 4,656 1,176 13 1.1%
山形 1.4% 2,579 2.78 7,171 1,235 20 1.6%
福島 2.8% 5,032 2.60 13,084 2,120 36 1.7%
茨城 1.1% 1,884 2.53 4,766 2,990 13 0.4%
栃木 3.2% 5,643 2.35 13,269 2,010 36 1.8%
群馬 2.8% 5,043 2.44 12,280 2,032 34 1.7%
埼玉 0.8% 1,400 3.02 4,222 7,001 12 0.2%
千葉 4.3% 7,748 2.54 19,705 5,994 54 0.9%
東京 5.0% 8,875 2.96 26,278 12,219 72 0.6%
神奈川 4.1% 7,359 2.49 18,331 8,625 50 0.6%
新潟 3.5% 6,243 2.73 17,043 2,465 47 1.9%
富山 1.2% 2,190 2.77 6,072 1,119 17 1.5%
石川 2.1% 3,695 2.60 9,623 1,180 26 2.2%
福井 1.1% 2,032 2.41 4,887 828 13 1.6%
山梨 2.6% 4,601 2.44 11,237 889 31 3.5%
長野 8.1% 14,423 2.70 38,987 2,217 107 4.8%
岐阜 2.3% 4,200 2.43 10,212 2,111 28 1.3%
静岡 6.8% 12,212 2.51 30,684 3,786 84 2.2%
愛知 2.0% 3,611 2.73 9,855 7,123 27 0.4%
三重 2.3% 4,116 2.36 9,707 1,861 27 1.4%
滋賀 1.0% 1,758 2.40 4,228 1,359 12 0.9%
京都 3.1% 5,611 2.73 15,292 2,642 42 1.6%
大阪 2.1% 3,790 2.82 10,704 8,815 29 0.3%
兵庫 2.9% 5,201 2.41 12,516 5,578 34 0.6%
奈良 0.8% 1,463 2.95 4,323 1,438 12 0.8%
和歌山 1.8% 3,232 2.58 8,334 1,061 23 2.2%
鳥取 1.0% 1,853 2.48 4,594 612 13 2.1%
島根 0.9% 1,590 2.76 4,385 757 12 1.6%
岡山 1.1% 2,021 2.45 4,959 1,953 14 0.7%
広島 1.2% 2,179 2.89 6,308 2,878 17 0.6%
山口 1.2% 2,095 2.62 5,486 1,518 15 1.0%
徳島 0.7% 1,253 2.86 3,578 820 10 1.2%
香川 0.6% 990 2.74 2,711 1,021 7 0.7%
愛媛 0.8% 1,516 2.77 4,201 1,486 12 0.8%
高知 0.8% 1,379 3.13 4,323 810 12 1.5%
福岡 1.5% 2,748 2.85 7,840 5,043 21 0.4%
佐賀 0.5% 832 2.55 2,118 874 6 0.7%
長崎 1.5% 2,706 3.00 8,127 1,507 22 1.5%
熊本 1.4% 2,516 2.68 6,738 1,858 18 1.0%
大分 1.7% 2,990 2.73 8,163 1,219 22 1.8%
宮崎 0.7% 1,316 3.06 4,023 1,167 11 0.9%
鹿児島 1.1% 1,884 3.51 6,622 1,779 18 1.0%
沖縄 1.7% 3,053 3.69 11,268 1,339 31 2.3%

全国 100.0% 179,105 2.71 485,312 127,435 1,330 1.0%
 ※1 ｢旅行者動向2003｣(JTBF）による宿泊観光旅行先比率と平均泊数(98～02年平均｡居住都道府県への旅行含む)

 ※2 宿泊観光客数の全国計は「平成15年度観光白書」（国土交通省）より平成14年数値

 ※3 総務省｢人口推計年報｣より平成１４年１０月１日現在推計人口 JTBF作成 

「旅行者動向 2003」（(財)日本交通公社）等の資料を元

に、宿泊観光客の行き先都道府県別に観光客数、延旅行日

数を算出し、延旅行日数を 365日で除すことで定住人口換

算の観光人口を試算した（日帰り客、業務旅行を除く）。

日本全体での観光人口比率は 1.0％と試算される。 

下図は、観光人口を各都道府県人口で除した観光人口比

率のマップである。首都圏からのリゾート地である長野

県、山梨県の比率が高い他、石川県などの温泉地でも比率

が高い。大市場からの遠隔地では沖縄県、北海道などが高

い。業務旅行比率が高い大都市圏や、その日帰り観光圏で

は比率が低くなっている。 

これは試算に留まるが、今後、都道府県の観光政策を効

果的に立案する上で、入込統計手法統一と統計制度の向上

が望まれる。 


